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1. い わゆる肝機 能検査法 は，臨床上 最も繁用される

検査 法であるが， 栄養 状態とくに飢餓時の肝機能検査成

績 に及ぼ す影響 をみるために以 下の実験を行った。

2. 実験動 物には， ラットを用い ５日間飢餓状態とし

水 のみ与 えて，こ の間の肝機 能を検査し た。 肝機能検査

法 とし ては,血清総たんぱく量（ ＴＰ），血清 たんぱく分

画（電気 泳動法）,血清トランスアミナーゼ（ＧＯＴ ）お

よびアル カリ性フォスフ ァターゼ（ ＡＰ）活性を測定し

た。 また肝臓 のＧＯＴ ，Ａ Ｐ活性を測定し 組織的検索も

行 った。更 に飢餓時に,ビタミンBe または必須アミノ酸

液 の注射 をし， 或は水の代 りに15% アルコールを与え た

場 合の影響につい ても検査し た。

3. 飢餓群 では，対 照群 にくらべ血清Ｔ Ｐは上昇し ，

血清 ＧＯＴ も上昇の傾向を示し たが，血清ＡＰは低下し

た。 アルコール投与群では，血清ＴＰは不変で,   GOT

は早期にやや上昇し たが,   AP では ５日目に対照群 と同

じ になったほかは飢餓群 とほぼ同様の成績を得 た。 アミ

ノ酸 注射群,  Be 注射群では, 飢餓群に比しＡＰは変化 が

なかったが，ＧＯＴ では影響が認 められた。なお組織像

をみる と，飢餓群ではグリコーゲン の消失 と肝細胞萎縮

を，アルコール注射群ではこれに加えて肝細胞内に脂肪

滴の出現を認 めた。


